
Ⅰ 入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）

 佐賀大学は，学生と緊密にコミュニケーションできる総合大学として，人格形成，専門知識・

技術の修得，そして基礎から実用開発にいたるまで，能力を最大限に伸ばすことを目標に人材育

成と研究活動を展開します。

 佐賀大学の教育目標は，高度情報化社会で活躍できる情報基礎と専門知識を修得させること，

地域文化を理解し地域に根ざした活動を行うための素養を持たせること，国際化時代にふさわし

い異文化理解とコミュニケーション能力を修得させることです。

 佐賀大学は，チャレンジ精神を持ち，問題を自発的に探求・解明し，社会に貢献できることを

人生目標とする学生を求めています。

佐賀大学の求める入学者



【入学者の受け入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）】 

（１）求める学生像

学校教育学研究科は，現代的な学力の育成，多様な教育ニーズへの対応，今日的な学校運営

の充実という３つの教育課題に応じて，高度な専門性と実践的な指導力を備えた教員の養成を

目的としています。そのため，本研究科が求める学生像は以下の通りです。 

（学部卒業生等） 

① 学校教育に関する基礎的な知識・理解を有する者

② 学校教育の現場が直面している諸問題について課題意識を有する者

③ 将来，地域の学校改革を担うリーダーとして必要な専門的知識や技術等の修得を目指す者

（現職教員等） 

① 学校教育に関する基礎的な知識・理解を確かに有する者

② 学校教育の現場が直面している諸問題について明確な課題意識を有する者

③ 地域の学校変革を担うリーダーに必要な理論の修得，及び実践力の形成を目指す者

（２）入学者選抜の基本方針

① 一般入試（学部卒業生等）

入学者選抜においては，現代的な学力の育成，多様な教育ニーズへの対応，今日的な学校運

営の充実という３領域のいずれかに該当する研究計画書の提出を求めます。また，３領域を横

断して考察する論述の課題を課すとともに，口述試験と面接等を行います。これらを総合し，

志望動機と学修意欲，及び教員に求められる基礎的な資質・能力の形成を判定します。 

② 現職教員等入試

入学者選抜においては，現代的な学力の育成，多様な教育ニーズへの対応，今日的な学校運営

の充実という領域のいずれかに該当する研究計画書の提出を求めます。また，３領域を横断し

て考察する論述の課題を課すとともに，口述試験と面接等を行います。これらを総合し，志望動

機と学修意欲，及びリーダー教員の候補者に求められる一定水準以上の資質・能力の形成を判

定します。

本専攻への入学を希望する方は，上記のアドミッション・ポリシーに合致するか十分確認・

理解いただいた上で，「実践研究計画書」等を作成して提出してください。

学校教育学研究科で学ぶために必要な能力や適性等とその評価方法 

観点 
入学後に必要な能力

や適性等 
評価方法 入試方法 対象 

知
識
・
理
解
・
思
考
・
判
断

大学院で学ぶために必

要な汎用的な基礎学力 

筆記試験によって，本研究科で学ぶために必要な基

礎学力を評価します。 

一般入試 

現職教員等入試 
教育実践探究専攻 

口述試験によって，本研究科で学ぶために必要な基

礎学力を評価します。 

成績証明書によって，本研究科で学ぶために必要な

基礎学力を評価します。 

専門分野における学習

能力や研究遂行能力 

筆記試験によって，本研究科で学ぶために必要な専

門分野における学習能力や研究遂行能力を評価し

ます。 

口述試験によって，本研究科で学ぶために必要な専

門分野における学習能力や研究遂行能力を評価し

ます。 

教育実践研究業績書・活動報告書及び実践研究計

画書によって，本研究科で学ぶために必要な専門分

野における学習能力や研究遂行能力を評価します。 

興
味
・
関
心

・
意
欲
・
態
度

志望専攻で学ぶための

明確な志望動機や入学

後の意欲 

志望理由書及び口述試験によって，志望専攻で学

ぶ動機，意欲，経験等を評価します。 




